
土
岐
津
町
土
岐
口
の
御
幸
町
内
に

は
、「
十
王
堂
」と
い
う
仏
堂
が
あ
り
、中

に
複
数
体
の
仏
像
か
ら
な
る「
十
王
尊
」

（
市
指
定
文
化
財
）が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

十
王
堂
は
、棟
札
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
寛

文
13
年（
１
６
７
３
）に
地
域
住
民
の
手

に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、

像
の
修
理
と
堂
の
再
建
修
理
が
繰
り
返

さ
れ
な
が
ら
、
信
仰
は
途
絶
え
る
こ
と

な
く
現
在
ま
で
継
続
し
て
き
ま
し
た
。

「
十
王
尊
」と
は
、
冥
界
で
亡
者
の
罪

業
を
裁
判
す
る
閻
魔
王
を
中
心
と
す
る

十
王
へ
の
信
仰
の
こ
と
で
、
中
国
か

ら
日
本
へ
伝
わ
り
、
鎌
倉
時
代
に
定

着
、
次
第
に
十
王
に
対
応
す
る
本ほ
ん

地ぢ

仏ぶ
つ

が
定
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。
本
地
仏
と

は
、
た
と
え
ば
閻
魔
王
は
神
と
な
っ
て

こ
の
世
に
現
れ
た
仮
の
姿
で
、
本
来
の

仏「
本
地
」は
地
蔵
菩
薩
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
王（
神
）に
対
応

す
る
本
地
仏
が
定
ま
っ
て
い
ま
す
。

十
王
信
仰
は
、
江
戸
時
代
に
は
民
間

信
仰
の
形
で
全
国
へ
広
ま
り
、
村
の
辻

や
寺
院
の
境
内
に
十
王
堂
が
建
て
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
土
岐
市
内
も
例

外
で
な
く
、
御
幸
町
以
外
に
も
、
い
く

つ
か
の
寺
に
江
戸
時
代
の
も
の
と
み
ら

れ
る
十
王
尊
像
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

十
王
の
彫
像
に
は
、
中
尊
と
し
て
閻

魔
王
、
九
王
、
眷け
ん
族ぞ
く
（
閻
魔
王
の
従
者
）

と
し
て
司し
み
ょ
う命
、司し

録ろ
く
、倶ぐ
じ
ょ
う
し
ん

生
神
、奪だ
つ

衣え

婆ば

、

人じ
ん

頭と
う

杖じ
ょ
う、
浄じ
ょ
う
は
り
の
か
が
み

玻
璃
鏡
、
業
ご
う
の
は
か
り
秤
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
御
幸
町
の
十
王
尊
は
、
こ
れ

ら
の
彫
像
が
ほ
ぼ
揃
っ
て
お
り
、
加
え

て
制
作
年
や
修
理
が
記
録
さ
れ
た
棟
札

が
付
属
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
彫

像
が
揃
っ
て
残
さ
れ
、
制
作
年
が
分
か

る
例
は
珍
し
く
、
貴
重
で
す
。

御
幸
町
は
江
戸
か
ら
明
治
時
代
に

か
け
て
、
下し
た

街か
い

道ど
う
の
往
来
で
賑
わ
っ
た

地
区
で
す
。
神
明
峠
へ
の
登
り
口
付
近
、

下
街
道
に
面
し
た
高
台
に
あ
る
十
王
堂

の
中
か
ら
、
十
王
尊
た
ち
は
街
道
の
賑

わ
い
を
見
詰
め
て
き
た
は
ず
で
す
。

特別展
の

ご案内

美濃陶磁歴史館
（☎ �1245）

十王尊のうち（左から時計回り）
　奪衣婆（閻魔王の従者）
　閻魔王
　業秤（閻魔王の持ち物）

▶
御
幸
町
の
十
王
堂
に

　
祀
ら
れ
た
十
王
尊

※
ガ
ラ
ス
越
し
に
見
学
可
能
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美
濃
陶
磁
歴
史
館
だ
よ
り

う
ち
ん
た
ぁ
の
お
宝
、
な
ん
や
ね
？

第
12
回　

御
幸
町
の
十
王
尊
（
土
岐
津
町
）

�
～
地
域
の
人
た
ち
が
守
り
伝
え
た
信
仰
～
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